
市民活動支援センターは、社会に貢献しようとする市民、市民活動団体を応援します。 （年４回発行）

地域デビュー支援事業「一人ひとりの社会貢献」

を、2月15日(土)、上尾市文化センターで開催しま

した。市内で活動する29団体による活動発表の後、

庄野真代さんが講演しました。

庄野さんは、1978年に歌手としてデビューし、

「飛んでイスタンブール」など多くのヒット曲に恵

まれました。1980年、世界28か国を巡り、その後、

病気での入院を機に「やってみたいことをやってい

こう」と2000年法政大学に入学。在学中にNPO法

人「国境なき楽団」を立ち上げました。使われなく

なった楽器を集め、きれいに磨き、海外の子どもた

ちに贈る活動や、東日本大震災後、日本の子どもた

ちへの支援も展開。

現在は、都内 下北沢でコミュニティカフェを営み

ながら、不登校や発達障害の子どもに居場所を提供

する活動もしています。

庄野さんは、「社会貢献とは、自分の能力を伸ば

す活動。能力を発揮するには工夫、努力をするしか

ない。自分のできることを一人ひとりが持ち寄った

ら、一人ではできなかったことができるようにな

る」と力強く話しました。

講演後、庄野さんは、活動団体のパネル展示を見

ながら活動団体の皆さんと交流されました。

参加した市民活動団体のみなさん

上尾市国際交流協会、ハッピーアイランド、NPO法人ふれあいねっと、上尾スズムシの会、NPO法人

マミング埼玉(High Five Mom) 、上尾洋画研究所、NPO法人彩の子ネットワーク、原市沼を愛する会、

交流ぷらすかい、アッピー竹とんぼクラブ、NPOオール上尾市民活動ネットワーク、上尾市俳句連盟、

あげおアッピーガイドの会、演劇倶楽部「ゆかりの会」、埼玉県マンション管理士会中央ブロック上

尾地区、介護者支援の会あげお、地域福祉計画をすすめる上尾市民の会、上尾の図書館を考える会、

上尾市食生活改善推進員協議会、上尾市まなびすと指導者バンク活動推進会議、上尾市日本舞踊連盟、

上尾警察署ひまわり少年剣道教室、ふるさと交友会、上尾・太田りゆ選手応援コミュニティ、上尾市

いきいきクラブ連合会、ボーイスカウト上尾４団、上尾地区ビジネスキャリア・エンジョイサークル、

社会福祉法人上尾市社会福祉協議会、公益社団法人上尾市シルバー人材センター （順不同）

【市民活動団体による活動発表】
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むすびん
〒362-0075 上尾市柏座一丁目1番15号

TEL：048-778-1810 FAX：048-778-1820 E-mail：s53500@city.ageo.lg.jp

令和２年
４月

第３6号

【庄野真代さんの講演】



令和２年度『協働のまちづくり推進事業』

事業提案を募集中です!! 締め切りは４月３０日(木)

上尾市では、市民活動団体と市との協働を推進するため、令和２年度「協働のまちづくり

推進事業」を募集し、その中から協働にふさわしい事業を採択して実施します。

協働事業の提案は 【A提案】と【B提案】の２種類があります。

【A提案】 市が提案する事業です。

「選挙での投票率の向上を目指して」

【B提案】市民活動団体が自由に提案する事業です。

事業化が決定した場合は、５０万円を限度に補助金を交付します。

※お問い合せ、ご相談は上尾市市民活動支援センターまで

平成31年度「上尾市協働のまちづくり推進事業」に採択された5団体が各々実施した事業について、

3月28日(土)の報告会で報告していただく予定でしたが、たいへん残念なことに、新型コロナウィルス

感染防止の観点から中止となりました。そのため、事業の評価については、上尾市市民活動推進協議会

委員の評価を取りまとめた文書を 実施５団体と所管課に送付し、本年度の報告としました。

Ｂ 上尾市国際交流協会（所管:市民協働推進課)
■ＡＧＡ子ども教室プロジェクト パート２

Ｄ NPO法人マミング埼玉

（所管：環境政策課）
■AGECOstyle22万人で地球を救おう！

Ｃ ハッピーアイランド

（所管：西貝塚環境センター）
■身近にできる地球にいいこと

～紙ごみを分別しよう！～

Ｅ 特定非営利活動法人ふれあいねっと

（所管：市民協働推進課）
■ 尾山台・原市・瓦葺 多文化交流フェア

Ａ 上尾スズムシの会（所管：総務課）
■｢鈴虫のまち上尾｣(まちづくり)推進事業

(※締め切り日は4/22(水)から4/30(木)に延長しました)



市 民 活 動 団 体 紹 介

上尾･太田りゆ選手応援コミュニティ

設 立 平成29年9月

会員数 7人

代 表 及川 伸

連絡先✉ ohtariyu.channel@gmail.com

2020年3月1日の世界選手権でオリンピック
選考レースを終え、現在は代表選考待ちです。
太田りゆ選手への応援が、メダル獲得につな

がり、上尾市民の活気へとつながることを期待

しています。

1994年8月17日生まれ。小2のとき上尾市に転
入。芝川小・上平中・県立伊奈学園総合高等学校
と進学し、東京女子体育大学在学中に日本競輪学
校に入学。2017年7月、プロデビュー。ガールズ
ケイリン選手として活躍する傍ら、チームブリヂ
ストンサイクルに所属し日本ナショナルチームの
メンバーとして国内外の自転車競技に参戦。東京
2020オリンピックでは、自転車競技（ケイリン・
スプリント）への女性初の出場を目指しています。

上尾市出身の自転車競
技アスリート「太田り
ゆ」選手の応援活動を通
じて上尾市民が東京
2020オリンピックに関
われる場を提供すること
で、地域社会の活性化に
貢献したいという目的で
結成した活動団体です。
2月15日、上尾市文化

センターで開催された
地域デビュー支援事業に
参加し、PR活動を行いま
した。

時速70km以上で走る競輪用自転車は、
レーサーと呼ばれます。普通の自転車や、ツー
ル・ド・フランスやロードレースの自転車との
大きな違いとして、後輪ギヤが固定されていて
ペダルが空回りしないという特徴があります。
スピードに乗った状態でペダルから足を離す

と、普通の自転車ならばペダルは回転しません
が、レーサーの場合はタイヤが動いている間は
ペダルも回転し続けます。この特性から、選手
自らが脚の力でスピードをコントロールし、

自転車を止めます。ちなみにこの自転車には
ブレーキが付いていないので公道は走れません。

◆活動団体の結成

◆太田りゆ選手 プロフィール

【上平地区コミ協フェスティバルの参加者や
母校･伊奈学園と競輪選手の方々から寄せ書

きされた国旗を持つ太田りゆ選手】

1月26日、上平地区コミ協フェスティバルで
地元出身の太田りゆ選手を応援しようと、上平
地区の皆さんによる寄せ書きを行いました。
国旗に参加者の名前と応援メッセージを書き

込み、太田りゆ選手に届けました。

◆競技用自転車の特異な構造

◆ 東京2020オリンピック出場を目指して

◆上平地区コミ協フェスで必勝応援

市では、太田りゆ
選手が東京2020オ
リンピックに出場の
際には、パブリック
ビューイングで観
戦・応援できるよう
準備を進めています。

【「りゆちゃん がんばれ！」
（上平地区コミ協フェスで）】

【太田りゆ選手の走り]

（チームブリヂストンサイクル提供）

市は自転車のまちづ
くりを進めています。
スポーツの振興と

サイクルシティの推進
に太田りゆ選手の活躍
が大きな推進力となり
ます。みんなで応援し
ましょう。

◆「自転車のまち あげお」でまちづくりに



■あげお駅からハイキング■
by JR東日本

日時:6月6日(土)8時45分から

スタート受付:上尾駅自由通路 9時～11時

参加申込:不要（どなたでも参加できます）

歩行距離:全行程15km(所要約5時間30分)

受付後は、コース上を自由散策となります。

＊上尾丸山公園の花しょうぶ園観賞と

荒川沿いの牧場へのウォーキング

＊スタンプラリーの抽選会や

「藤波の餅つき踊り」や太鼓の演奏など

コース沿道でもおもてなしが楽しめます。

＊コース途中の寺社で「あげおアッピーガイドの会」

による解説があります。

＊あげお花しょうぶ祭りも同時開催しています。

（6月1日(月)～6月14日(日)）

問合せ:上尾市観光協会 ☎775-5917

イベント・ボランティア掲示板

市民活動体験教室「はじめの一歩」講師を募集！

昨年度からスタートした市民活動体験教室の講師をしてくださる市民活動団体を募集します。
皆さんの活動を広く知っていただけるチャンスです！楽しい企画をお待ちしています。
まず、市民活動支援センターに電話・メールでお問い合わせください。

市民活動支援センターがお手伝いします！(例)☆会場の提供 ☆募集案内 ☆参加申し込み受付…など

情報紙タイトル“むすびん”は、「結ぶ」と「お便り」を合わせており、

人、市民活動団体、市などを結びつけたいという思いを込めています。

皆さまからのイベント、ボランティア情報をお待ちしています！

◎編集・発行 上尾市市民活動支援センター
開館日：火～日 午前９時～午後９時 (日曜は午後５時迄)

休館日：毎週月曜、火～金の祝日、年末年始

電 話：048-778-1810 ファクス：048-778-1820

Ｅメール：s53500@city.ageo.lg.jp

ホームページ：www.city.ageo.lg.jp/soshiki/s53500/

Twitter：＠Ageo_shiminkatu

TwitterのQRコードです。

是非、アクセスしてください！

上尾市と伊奈町の境にある原市沼川の周辺は広い

湿地帯で、太平洋戦争以前は、たくさんの蓮の花が

咲く場所でした。

1985年、「原市沼を愛する会」が活動を開始し、

たいへんな努力の結果、蓮の花が咲く沼が甦りました。

蓮池は綺麗に整備され、毎年5000～8000輪の花

が咲きます。見ごろは、6月下旬から8月上旬です。

＊蓮池は、埼玉新都市交通「沼南」駅から

歩いて5分です。

＊「原市沼を愛する会」

では、お手伝いして

くださるボランティア

を募集中です。

問合せ：原市沼を愛する会(飯坂さん)

☎ 048-774-8094
✉ iizakayj@sirius.ocn.ne.jp

■原市の 「古代蓮」 ■

新年度、市民活動をいっそう進めたいところへ「緊急事態宣言」の発令が…。

まずは健康を守るため、十分注意して過ごしましょう◆協働のまちづくり推進

事業は、第5次上尾市総合計画やSDGｓの17項目を参考にするのもひとつの方法です◆市民活動支援セ

ンターは5月6日まで臨時休館中ですが職員は出勤しています。電話･メールでご相談を。(雪・明・敏)

※掲載中のイベントは中止になることがあります。事前にお問い合わせください。

第3次上尾市市民活動推進計画 検索

◆ 編 集 後 記 ◆


